
〈経歴〉1975年10月生まれ（47歳）,東海大学付属
望洋高校卒（野球部）,東海大学政治経済学部卒（景
気観測の研究）,習志野市議会議員当選（3期・全1
位）,千葉県議会議員当選（1期・1位）
〈資格〉中学・高校教員免許、防災士
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熊谷知事に予算要望を提出

危
機
管
理

▼
県
と
市
町
村
間
の
災
害
対
応
力

「
衛
星
系
通
信
網
」
を
活
用
し
た
災

害
状
況
映
像
の
共
有
化

▼
避
難
所
の
環
境
整
備

ト
イ
レ
対
応
品
の
備
蓄
拡
充
、
段

ボ
ー
ル
ベッ
ト
の
調
達
と
配
備

▼
上
水
道
の
災
害
対
策

湾
岸
埋
立
地
域
の
水
道
管
の
耐
震

化
、
県
水
道
施
設
の
非
常
用
電
源
設

備
の
更
新
、「
仮
設
給
水
栓
」を
用
い

た
応
急
給
水
拠
点
の
配
置
訓
練

▼
下
水
道
の
災
害
対
策

「
花
見
川
第
二
終
末
処
理
場
」の
施
設

や
緊
急
代
替
連
絡
管
路
の
耐
震
化

▼
河
川
氾
濫
の
対
応
力

市
内
３
河
川
氾
濫
想
定
区
域
図
の
作

成
、水
防
備
蓄
資
材
の
研
究

▼
長
時
間「
踏
切
道
遮
断
」対
応

「
鉄
道
会
社
と
道
路
管
理
者
」と
の
連

携
よ
る
円
滑
通
行
体
制

教
育
環
境

▼
特
別
支
援
教
育
の
環
境
整
備

特
別
支
援
学
級
と
通
級
指
導
教
室
へ

の
専
門
免
許
状
所
有
者
の
配
置
増
、

県
立
習
志
野
特
別
支
援
学
校
の
教

室
の
拡
充

▼
県
立
高
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

実
籾
高
校（
市
指
定
避
難
所
）の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置

ス
ポ
ー
ツ
環
境

▼
国
際
総
合
水
泳
場
（
※
新
習
志
野

駅
前
）の
環
境
整
備

設
備
の
劣
化
度
調
査

道
路
環
境

▼
千
葉
船
橋
海
浜
線（
※
マ
リ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
前
な
ど
海
に
平
行
し
た
通
り
）

の
路
面
改
修【
芝
園
】　

▼
長
沼
船
橋
線
（
※
通
称
東
金
街
道
）

の
歩
行
道
の
安
全
対
策
の
着
手【
藤
崎
】

▼
菊
田
川
脇
の
歩
道
（
※
東
日
本
大

震
災
の
被
害
）の
路
面
改
修【
芝
園
】、

空
洞
調
査【
秋
津
・
香
澄
】

福 

祉

▼
介
護
人
材
の
確
保

学
校
で
の
、
介
護
士
に
よ
る
授
業
や

S
N
S
を
活
用
し
た
若
者
世
代
へ
の

介
護
魅
力
の
発
信
、
外
国
人
介
護
職

員
や
留
学
生
の
日
本
語
学
習
の
助
成

治 

安

▼
犯
罪
抑
制
の
強
化

J
R
津
田
沼
駅
周
辺
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置（
24
時
間
視
界
3
6
0
度
カ
メ
ラ
）

♦市内汚水処理機能（津田沼浄化センター【芝園】）を
　県施設（花見川第二終末処理場【芝園】）への共同化・統合化
♦旧県職員住宅跡地の利活用【泉町】
♦習志野市域（国道14号以南）への給水（上水道）と
　汚水処理（下水道）に係わる施設の停電対策と耐震化
♦埋立地域における水道管の耐震化の促進
♦市内3河川の氾濫防止対策の強化（高瀬・谷津・菊田川）

バリアフリー推進

上水道の災害対策

防災備蓄の拡充

伊藤・知事・市長（市内調査）県と市の連絡体制の強化

取
組
ん
で
き
た
こ
と

HPはこちら

～習志野市に関する～



今後の課題
明日への架け橋

こ
れ
か
ら

取
組
み
た
い
こ
と
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引き続き、“習志野 ずっと住みたい まち計画” をスローガンに、世界一の都市創造に向けた一環
「市民の命を守るまちづくり」に向けて活動していく所存です。皆様のご指導を宜しくお願い致します。 伊 藤   寛

東
京
湾
を
き
れ
い
に
守
る

・
海
水
貧
酸
素
の
影
響
で
魚
介
類
が
死
滅
す
る
青
潮
対
策

・
海
岸
漂
着
物（
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
内
の
滞
留
物
）の
撤
去
に
よ
る
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
対
策

・
谷
津
干
潟
の
海
水
交
換
通
路（
国
道
3
5
7
号
線
下
の
3
水
路
）

の
補
修
工
事
に
よ
る
悪
臭
対
策

直
下
地
震
・

集
中
豪
雨
の
減
災

・
市
道
の
緊
急
輸
送
道
路
の
円
滑
交
通（
防
災
拠
点
ア
ク
セ
ス
道
路
）

―
無
電
柱
化
の
着
手（
国
道
14
号
〜「
市
」３
・
３
・
３
号
線
〜
市
役
所

経
由
道
路
）

・
停
電
時
自
動
発
動
装
置
付
の
信
号
機
の
設
置
に
よ
る
滅
灯
対
策

・
市
内
3
河
川
の
氾
濫
被
害
軽
減
―
①「
危
機
管
理
水
位
計
」と「
河
川

監
視
カ
メ
ラ
」設
置　

②「
川
の
水
位
情
報
サ
イ
ト
」の
周
知
徹
底

・
上
水
道
の
災
害
対
策
―
①
埋
立
地
域
や
重
要
給
水
施
設（
病
院
・
避

難
所
・
市
役
所
・
福
祉
施
設
）に
繋
ぐ
水
道
管
の
耐
震
化　

②
水
道
施

設（
取
水
・
浄
水
・
給
水
）の
非
常
用
電
源
の
継
続
稼
働
時
間（
72
時

間
）の
確
保
と
燃
料
補
給
体
制
の
強
化　

③
取
水
場（
利
根
川
）〜
浄

水
場（
花
見
川
区
）の
導
水
管（
約
26
㎞
）の
新
設
工
事
の
促
進

・
下
水
道
の
災
害
対
策
―
①【
県
】花
見
川
第
二
終
末
処
理
場
内（
芝

園
）の
汚
水
処
理
機
能
施
設
の
耐
震
化　

②【
市
】下
水
幹
線
管
路
と

【
県
】下
水
幹
線
管
路
を
接
続
す
る
災
害
時
緊
急
連
絡
管
路
の
整
備

③【
県
】花
見
川
第
二
終
末
処
理
場（
芝
園
）と【
県
】花
見
川
終
末
処

理
場（
磯
辺
）を
接
続
し
て
い
る
災
害
時
緊
急
連
絡
管
路（
磯
部
幹
線

の
水
管
橋
）の
耐
震
化

・
土
砂
災
害
の
被
害
軽
減
―
新
た
な
災
害
警
戒
区
域
の
早
期
指
定
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映

・
地
域
防
災
力
の
向
上
―
市
や
自
主
防
災
組
織
の
実
情
に
応
じ
た
避
難

所
環
境
・
避
難
誘
導
な
ど
に
資
す
る
防
災
資
機
材
の
購
入
補
助

女
性
活
躍
を
推
進
す
る

福
祉
・
医
療
・
子
育
て

・
介
護
士
・
保
育
士
の
給
与
増
な
ど
処
遇
改
善

・
訪
問
看
護
等「
在
宅
医
療
従
事
者
」の
拡
充

・
産
前
・
産
後
ケ
ア
の
継
続
支
援
―
出
産
準
備
ク
ー
ポ
ン
支
給
や
家

事
支
援
、保
健
師
・
助
産
師
の
自
宅
訪
問
面
談
な
ど
妊
婦
や
新
生

児
の
母
親
支
援
の
補
助（
妊
娠
〜
2
歳
）

・
産
後
う
つ
・
虐
待
予
防
の
強
化
―
産
後
健
康
診
査
の
受
診
医
療
機

関
の
県
に
よ
る
広
域
連
携
委
託

教
育
環
境
の
進
化

・
県
立
高
等
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
―
必
修
新
科
目「
情
報
Ⅰ
」の
質
の
高
い
授

業
展
開
に
向
け
た
I
T
指
導
の
外
部
講
師
の
活
用（
専
門
教
員
不
足
の
補
充
）

・
教
員
の
負
担
軽
減
・
多
忙
化
解
消
―
義
務
教
育
期
間（
小
・
中
学
校
）の
教
職
員（
採

用
・
人
員
配
置
は
県
の
役
割
）の
正
職
教
員
の
確
保
と
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ（
教
員
補
助
員
）の
配
置
拡
充

・
特
別
支
援
・
通
級
学
級
生
徒
の
教
育
環
境
の
充
実
―
生
徒
数
の
増
加
傾
向
に
伴
う

専
門
免
許
取
得
教
員
と
経
験
者
の
増
員
配
置

・
言
語
文
化
指
導
者
の
拡
充
―
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支

援
者
の
増
員
配
置

・
市
内
県
立
学
校
の
環
境
整
備
―【
県
】津
田
沼
高
校（
市
指
定
避
難
所
）の
大
規
模
改
修
工
事

未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

・
鷺
沼
特
定
区
画
整
理
事
業
の
確
実
な
着
工
・
完
成
―（
国
・
県
）事
業
に
係
わ
る
行

政
に
よ
る
予
算
補
助

・
香
澄
地
区
の
人
口
増
加
策
―
市
営
・
県
営
住
宅
・
県
警
宿
舎
の一体
的
な
建
替
え

・
市
内
経
済
の
発
展
・
活
性
化
―
①
成
田
空
港
〜
羽
田
空
港
の
鉄
道
・
高
速
道
路
の
沿
線

立
地
を
活
か
し
た
地
元
特
産
物
・
ふ
る
さ
と
産
品
の
外
国
人
観
光
客
へ
の
販
路
拡
大　

②【
県
】遊
休
地
の
利
活
用
の
促
進（
旧
県
職
員
住
宅
跡
地【
泉
町
2
・
3
丁
目
】）

・
国
際
競
争
力
・
住
宅
都
市
の
利
便
性
に
資
す
る
鉄
道
整
備
―
J
R
京
葉
線
・
り
ん

か
い
線
相
互
直
通
運
転（
海
浜
幕
張
駅
・
新
習
志
野
駅
〜
新
木
場
〜
大
崎
〜
渋

谷
・
新
宿
な
ど
の
直
通
運
転
）

・
円
滑
な
物
流
体
制
を
支
援
す
る
道
路
対
策
―
県
内
農
産
物
・
海
産
物
の「
高
鮮
度
」

供
給
や
港
湾
輸
入
品
の
円
滑
輸
送
の
向
上
①
京
葉
道
路
の
渋
滞
対
策　

②
第
二

湾
岸
道
路
の
早
期
具
体
化

市
の
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

・
下
水
道
処
理
機
能
の
県
と
の
広
域
化
・
共
同
化（【
市
】津
田
沼
浄
化
セ
ン
タ
ー
流

入
の
汚
水
・
雨
水
処
理
を【
県
】花
見
川
第
二
終
末
処
理
場
で
の
共
同
処
理
）

・
市
町
村
の
技
術
士
不
足
の
補
完
対
策

　
（
公
共
施
設
の
建
替
え
・
長
寿
命
化
に

　
お
け
る
技
術
支
援
に
向
け
た

　
「（
仮
称
）千
葉
県
技
術
士

　

共
同
事
業
団
」の
創
設
）
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